
回答欄：

お名前：

１）着目した豊かさの要素・要件

２）豊かさの要素・要件が生まれた背景や要因

回答欄：

３）着目する豊かさの要素・要件を阻害するコト・モノ

回答欄：

【人生１００年時代の都市・インフラ：DAY２ワーク１豊かさを深掘りする】

私は「自然」に何を求めているのか︖　→　精神的な豊かさなのではないか　≒　穏やかでストレスの無い状態もしくは没頭…
≒　「日々の悩みを癒してくれる、悩みから切り離してくれること」を求めている

赤羽拓之（戸田建設）

近所の公園の芝生で家族とゆったりしている。
家族や親しい友人と、または独りで焚火を眺めている。
スキー場の頂上から快晴とともに感動的な風景。　　　　　　　　　　
仲間と走ったロードレースの林間コース。
友人とみた見とれるほどの夜景。
・・・

➤
・ストレスの無いメンバーで、
・時間に追われているようなこともない状態であれば
・日常的な自然であれ、非日常の自然であれ、
・天然の自然であれ、人工物との融合であれ
・大小、多様な「豊かさ」を感じることが出来る
・それは個人それぞれの感性や、その時の状態によって変化する
・常に大きな感動を求めている訳ではない

・ストレスのあるメンバー
・時間に追われている。余裕が無い
・・・



お名前：

１）人間が長寿化することにより起こるであろう個人の変化

２）人生100年時代の個人の変化によって生まれるであろう新たな自然とのつながり

３）人生100年時代には、自然とのつながりのどのような側面・性質が重要となるか

回答欄：

【人生１００年時代の都市・インフラ：DAY２ワーク２人生１００年時代のライフシーンの変化】

回答欄：

回答欄：

・身体的な維持を図ろうとする（ジムやジョギング、スポーツ）＋より豊かな生活（刺激）を求めて、新しいことにチャレンジする（知識、趣味、資格…）
→そのために必要な資金を得るべく生活設計する
・グループ、コミュニティなど他人とのかかわりが増える
・移動する手段（モビリティ）の進化により、行動範囲は減らない➤むしろ時間が増えて累積行動範囲（量）は増える

・地方移住＝自然の中で暮らす
・2拠点生活
・身近な自然とのかかわりが増える（家庭菜園、ジョギングコース、散歩道）
・モビリティ進化と豊富な時間により、旅行が増え、非日常な自然とのかかわりも増える

赤羽拓之（戸田建設）

…（すみません。考え纏まらず）
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